
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート（原案）

つくばエクスプレス沿線地区

平成２８年９月

千葉県流山市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 774.8ha

交付期間 50%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり ●

なし

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

○

○

平成24年度～平成28年度

なし

なし

平成24年度～平成28年度 平成28年度事後評価実施時期

事業名

なし

交付期間
の変更

なし

千葉県 市町村名 流山市

3,496百万円

つくばエクスプレス沿線地区（都市再構築戦略事業）

交付対象事業費 国費率

地区名

数　　値

52.5

目標値

47.3 平成24年度

住み続けたいと思う人の割
合

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

今後の対応方針等

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

タウンミーティング、公聴会、パブリックコメント

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

小中学校併設校の設計計画については、景観に配慮した建物となる様、検
討を行った。流山おおたかの森駅西口ロータリー整備計画については、市
野谷の森へのゲートとしての広場となる様、検討を行った。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

景観まちづくりアドバイザーによる継続的な開発審査

小中学校併設校に関するタウンミーティングや公聴会、パブリックコメントを
行った。「併設校だより」を発行して、市民に情報提供を行った。

なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

指標２に関係するが、影響は少ないと思われる。

 ５）実施過程の評価

小中学校併設校に地域交流センターが併設されたことで、人の交流が活発になった。

その他の
数値指標３

つくばエクスプレス駅沿線地区の整備がされたことによ
り、従前値より高くなった。

利用している駅および駅周辺
の整備や利便性について

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

従前値

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況 指標３

％ 平成２９年２月

平成２９年２月

指標４

△

56.3

40.7％

指標1

従前値 目標値 効果発現要因
（総合所見）

指　標

指標２

46.6

1年以内の
達成見込み

目標
達成度

数　　値

平成２９年２月

平成24年度 52.9 平成28年度

59.2平成24年度 △
防災施設が増えたことにより、満足度は向上したが、目
標値には届かなかった。

施設整備により割合は向上したが、目標値達成には至らなかっ
た。

平成28年度

実施内容 実施状況

市民の安心安全に関する
満足度

％

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、
実施した事業

事業名

当初計画
から
削除した
事業

新たに追加し
た事業

公開空地整備事業、緑化施設等整備事業

木地区街区公園整備事業、地域情報板整備事業、バスシェルター整備事業、地域防災施設整備事業（防災備蓄倉庫、耐震性貯水槽、情報通信施設、避難場所案内板、防災井戸、マンホールトイレ）、広場整備事業、地域
交流センター建設事業、小中学校併設校建設事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

両者とも区画整理の進捗状況に合わせて、事業を進捗できるように
なったため。

44.3

フォローアップ
予定時期



様式２－２　地区の概要

単位：　％ 40.7 H24年度 52.9 H28年度 44.3 H27年度

単位：　％ 47.3 H24年度 － － 52.5 H27年度

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

次期計画として、南流山駅周辺地区、流山おおたかの森駅周辺地区に分ける。
南流山駅周辺地区は、人口増加に対応した防災施設、コミュニティ施設を整備することで安心安全で快適な市街地整備を推進する。
流山おおたかの森駅周辺地区は、人口増加に対応した歩行支援施設整備により交通結節点の改善を推進し、地域防災施設や緑化施設を整備することで安心安全で快適な市街地整備を推進する。

まちの課題の変化

課題１：つくばエクスプレス沿線地区の急激な人口増加により、新たな住民が多く、住民同士の連携を図れるコミュニティ施設が不足しているため、コミュニティ施設の整備⇒住民同士が交流できる場所の提供
課題２：東日本大震災を契機に地域の防災機能が不足していることが判明したため、防災基盤の整備⇒防災機能の向上
課題３：共働き子育て夫婦（ＤＥＷＫＳ）の増加に伴い、児童の増加が予期されるため、小中併設校の整備⇒小中併設にしたことにより、小学校と中学校の異なる児童生徒数のピークを融通

H24年度 56.3

つくばエクスプレス沿線地区（千葉県流山市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

住み続けたいと思う人の割合

利用している駅および駅周辺の整備や利便性につ
いて

大目標：安心安全を柱としたいつまでも住み続けたい魅力あるまちづくり
小目標①：人口増加に対応した安心安全なまちづくり
小目標②：暮らしやコミュニティに配慮した快適で魅力あるまちづくり

59.2 H28年度

目標値 評価値

46.6 H27年度市民の安心安全に関する満足度 単位：　％

○関連事業（土地区画整理事業）

UR施行:新市街地地区 285.8ha

県施行:運動公園周辺地区 232.1ha

市施行:西平井･鰭ヶ崎地区 40.1ha

市施行:鰭ヶ崎・思井地区 11.8ha

県施行:木地区 68.3ha

■基幹事業(高次都市施設)

地域交流センター建設事業

■効果促進事業

小中学校併設校用地取得事業

常磐道

流山IC

※ 表示

■基幹事業(地域生活基盤施設)

地域防災施設整備事業(避難所案内板）

■基幹事業(地域生活基盤施設)

広場整備事業

■基幹事業(地域生活基盤施設)

地域防災施設整備事業

(防災備蓄倉庫、ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ等)■基幹事業(公園)

木地区街区公園施設整備事業

■基幹事業(地域生活基盤施設)

地域情報板設置事業

■基幹事業(高質空間形成施設)

バスシェルター整備事業

緑化施設等整備事業

■基幹事業

(中心拠点誘導施設)

小中学校併設校建設事業

■基幹事業(地域生活基盤施設)

地域防災施設整備事業(耐震性貯水槽)

■効果促進事業

通学路防犯灯設置事業

※ 表示

○関連事業（都市機能立地支援事業）

暁星国際学園小学校整備

■基幹事業(地域生活基盤施設)

公開空地整備事業


